
  
学校施設の有効活用 

 

 

 

学校施設老朽化対策ビジョンにおける指摘のポイント 

○学校施設の規模については,将来の児童生徒数の動向等を見極めつ

つ,適切な規模に見直していくことも必要である。 

○この際,余裕教室などの空きスペースの有効活用をより一層進めると

ともに,学校施設が地域の核となることも視野に入れ,他の公共施設

との複合化・共用化を図ることも考えられる。 

 
掲載事例 

ここでは,老朽化した学校施設を改修する際に,行政財産を有効に活

用する観点から,図書館・公民館との複合化を実施した事例や余裕教室

を老人福祉施設へと転用した事例を紹介する。 

また,余裕教室や廃校となった高等学校を,需要が高まっている特別

支援学級や特別支援学校に転用することで施設の有効活用を図ってい

る事例を紹介する。 

 
 

◆地域の実情に応じた多機能化 

4-1 志木市立志木小学校（埼玉県） 既存校舎を活用した公共施設複合化 

4-2 向日市立第４向陽小学校（京都府） 余裕教室の老人福祉施設への転用による複合化 

◆余裕教室の活用等 

4-3 香取市立佐原小学校（千葉県）  余裕教室の特別支援学級等への転用  
4-4 東京都立永福学園（東京都）  廃校となった高等学校の有効活用 

  



 

配置図（黄色部分が改修校舎） 

4-1           
既存校舎を活用した公共施設複合化 

埼玉県 

志木市立志木小学校 
  

 

 

１：背景 

主に建物の老朽化と耐震性の問題があった旧志木小

学校（昭和２９年・４０・５２年築）,旧志木公民館（昭

和４０年築）及び旧志木図書館（昭和４２年築）につい

て,学校教育と社会教育の融合を図るだけでなく,保有す

る土地や学校施設の有効活用の観点から,複合化の計画

に至った。 

公募により「志木小学校・社会教育施設等複合施設検

討会」を設置し,学社融合となる基本構想を策定し,プロ

ポーザルコンペにより設計会社を選定した。複合化に当

たっては,既存の校舎を全て改築するのではなく,一部の

校舎については,耐震補強や大規模改修を実施した。既存

校舎部分と改築部分とが一体的に計画されている。 

 

２：取組内容 

既存校舎の改修 

既存校舎である南校舎については,窓側部分にブレー

スを設置し耐震補強を施すだけでなく,教室間の仕切り

壁を撤去し,オープンスペースを設けることで,多様な教

育内容に対応できるようにした。 

また,耐震補強を行うに当たり,家庭科教室では1つの

壁を取り去り,鉄骨補強フレームで補強し,開放部の圧迫

感を極力抑えるよう工夫している。 

冷暖房設備の設置,内装の木質化やトイレ改修などに

より改築部分と遜色ないほど全面的にリニューアルした。 

地域の実情に応じた多機能化 ４ 学校施設の有効活用 


